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第一部 国際社会の法的構造  国家  国家はどのような権限を有しているのか 

不干渉 
干渉 

定義 藤田 p. 196 命令的関与 dictatorial inteference 
 
厳密な定義 「対象」と「行為内容（「活動の範囲」）」から範囲限定 
 対象 
  「内政」干渉  藤田 p. 197 
  ニカラグア判決 →資料 「主権原理に基づき、各国が自由に決定できる事柄」 
  学説 「国際法によって規律されていない事項」 
 行為内容 不干渉宣言 資料 藤田 p. 198 「脅威」 
 
具体例 
 教科書問題 →資料 
 人権問題 
  天安門事件 →資料 
   人権保障は、「国際法によって規律されていない事項」か 
   外国の批判は「強制的」関与か？ 
  中国の態度変化  「人権イデオロギー」の拡大・深化？ 
 

政府承認 

伝統的議論 政府承認は宣言的効果しかない。 ←主権・自決権 
 →政府承認廃止論さえ現れた 藤田 p. 165- 
 
政府承認に関する最近の傾向 民主主義を否定する政府は政府でない？ 
 ハイチ →資料  反民主主義的政府の否定？ 
 Fujimori大統領３選 →資料２  揺り戻し？ 
 オーストリア ハイダー →資料  民主主義的選挙で選ばれた政権でも？ 
 フランス大統領選挙 2002 →資料  ヨーロッパ的例外の確認？ 
 アフガニスタンのタリバン政権転覆  テロ支援政権なら転覆してよい？ 
 「悪の枢軸」  「悪い」政府なら転覆してよい？ 


